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1. 2022年3月期第3四半期の連結業績（2021年4月1日～2021年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期第3四半期 15,820 △1.0 828 7.5 769 32.3 730 84.9

2021年3月期第3四半期 15,975 1.3 770 △4.4 581 △23.7 395 △17.3

（注）包括利益 2022年3月期第3四半期　　736百万円 （86.3％） 2021年3月期第3四半期　　395百万円 （△17.4％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2022年3月期第3四半期 43.77 ―

2021年3月期第3四半期 23.67 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2022年3月期第3四半期 11,346 2,205 19.3

2021年3月期 11,755 1,753 14.8

（参考）自己資本 2022年3月期第3四半期 2,187百万円 2021年3月期 1,741百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年3月期 ― 7.00 ― 10.00 17.00

2022年3月期 ― 7.00 ―

2022年3月期（予想） 10.00 17.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2022年 3月期の連結業績予想（2021年 4月 1日～2022年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 22,100 1.7 950 12.2 760 16.4 770 68.8 46.13

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(注) 詳細は、添付資料Ｐ．８「２．四半期連結財務諸表及び主な注記 （３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 （四半期連結財務諸表の作成に特有の

会計処理の適用）」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年3月期3Q 16,693,200 株 2021年3月期 16,693,200 株

② 期末自己株式数 2022年3月期3Q 5 株 2021年3月期 5 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年3月期3Q 16,693,195 株 2021年3月期3Q 16,693,195 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び
業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ．３「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関す
る説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日において判断したものであります。

　なお、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）及び「収益認識に関する会計基

準の適用指針」（企業会計基準適用指針第30号　2020年３月31日）を第１四半期連結会計期間の期首から適用して

おります。

　詳細につきましては、「２　四半期連結財務諸表及び主な注記　（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項　

会計方針の変更」に記載のとおりであります。

　当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、新型コロナウイルス感染症のワクチン接種が進んだこともあ

り、９月以降は感染者数の減少が続き、同月末には緊急事態宣言が全国で解除され、経済活動に持ち直しの動きが

見られました。しかしながら、新型変異株による感染再拡大、資源・エネルギー価格の上昇等、依然として先行き

は不透明な状況が続いております。

　当社グループが中核的な事業領域とする情報通信分野では、移動系超高速ブロードバンド接続サービスの契約数

が急拡大し、ビジネスにおける効果的な活用や急増したデータ量への対応・セキュリティ対策が課題となっており

ます。

　このような環境の下で、当社グループは、法人向けVoIPサービス、法人向けFMC（Fixed Mobile Convergence）

サービス、個人向けインターネットサービス等「IP ＆ Mobileソリューション・ビジネス」と位置付ける利便性の

高いサービスの拡販を中心に、中小法人及びコンシューマ向けの各種サービスを提供しております。

　具体的には、当社及び当社連結子会社である㈱ＦＩＳソリューションズにおいては、光回線サービス「iSmartひ

かり」、法人を対象とした光ファイバー対応IP電話「スマートひかり」及びスマートフォンを利用したFMCサービ

ス「どこでもホン」、並びに個人を対象としたISPサービス「iSmart接続-Fひかり」を中心に、合わせて情報通信

機器等を提供しております。

　また、当社では登録小売電気事業者として法人顧客に電力サービス「Elenova」を提供しており、「ユーティリ

ティ・ビジネス」と位置付けております。

　当社連結子会社である㈱トライ・エックス及びタクトシステム㈱においては、法人顧客からのニーズが強い「ド

キュメントソリューション・ビジネス」を提供しており、上流工程から最終工程まで一貫したサービスの提供が可

能となっております。

　また、当社及び当社連結子会社である㈱保険ステーションにおいては、主に法人顧客に対し「コンサルティン

グ・ビジネス」を提供しております。

　なお、新型コロナウイルスの感染症拡大、緊急事態宣言の発出による経済活動の制限等により、「IP ＆ Mobile

ソリューション・ビジネス」において情報通信機器の入荷の減少、「ドキュメントソリューション・ビジネス」に

おいて各種セミナーやイベントの中止による印刷物の減少、「コンサルティング・ビジネス」においてはショッピ

ングモール併設の保険店舗閉鎖等が発生いたしました。

　これらにより、当第３四半期連結累計期間の経営成績は、売上高が158億20百万円（前年同四半期比1.0％減）、

営業利益が８億28百万円（前年同四半期比7.5％増）、経常利益が７億69百万円（前年同四半期比32.3％増）、親

会社株主に帰属する四半期純利益は、連結子会社の株式会社トライ・エックス広島事業部譲渡に伴う特別利益の計

上などにより、７億30百万円（前年同四半期比84.9％増）となりました。

　なお、収益認識会計基準等の適用により、保険代理店手数料の収益認識基準を変更したこと及び電力料金収益及

び関連する託送料金を検針日基準から電力供給に応じて認識することとした等で売上高は４億64百万円減少し、営

業利益は13百万円増加しております。
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　セグメントの業績は、次のとおりであります。

≪IP ＆ Mobileソリューション・ビジネス≫

　「IP ＆ Mobileソリューション・ビジネス」は、VoIPサービス、モバイルサービス等の情報通信サービス全般

を提供しております。インターネット接続サービス等の契約獲得の伸び悩みにより、当第３四半期連結累計期間

の売上高は91億85百万円（前年同四半期比7.3％減）、営業費用の削減等の結果、セグメント利益は５億15百万円

（前年同四半期比10.6％増）となりました。

　なお、収益認識会計基準等の適用により、顧客へのホームページの更新作業の受託サービスのうち代理人とし

て関与した取引について売上高を純額とした影響等で売上高及び売上原価がそれぞれ１億16百万円減少しており

ます。

≪ユーティリティ・ビジネス≫

　「ユーティリティ・ビジネス」は、電力を提供しております。新規獲得件数が順調に伸びたこと等により、当

第３四半期連結累計期間の売上高は36億58百万円（前年同四半期比39.8％増）、セグメント利益は１億61百万円

（前年同四半期比78.0％増）となりました。

　なお、収益認識会計基準等の適用により、電力料金収益及び関連する託送料金を検針日基準から電力供給に応

じて認識することとした等で売上高は２億90百万円減少し、セグメント利益は32百万円増加しております。

≪ドキュメントソリューション・ビジネス≫

　「ドキュメントソリューション・ビジネス」は、普通印刷、印刷物のプランニング・デザイン等を行っており

ます。広島事業部譲渡及び新型コロナウイルス感染症の影響等により、当第３四半期連結累計期間の売上高は８

億５百万円（前年同四半期比24.2％減）、セグメント利益は１百万円（前年同四半期はセグメント損失６百万

円）となりました。

≪コンサルティング・ビジネス≫

　「コンサルティング・ビジネス」は、経営支援コンサルティング、保険サービス及びセキュリティサービス等

を行っております。新型コロナウイルス感染症の影響で、ショッピングモール併設の保険店舗閉鎖等により、当

第３四半期連結累計期間の売上高は21億71百万円（前年同四半期比9.1％減）、セグメント利益は１億49百万円

（前年同四半期比31.9％減）となりました。

　なお、収益認識会計基準等の適用により、保険代理店手数料の収益認識基準を変更したこと等で売上高は58百

万円減少し、セグメント利益は18百万円減少しております。

（２）財政状態に関する説明

　当第３四半期連結会計期間末における資産の残高は113億46百万円となり、前連結会計年度末比４億９百万円の

減少となりました。これは主に、現金及び預金の減少（３億18百万円）、受取手形、売掛金及び契約資産の増加

（１億14百万円）及び長期前払費用の減少（２億60百万円）によるものであります。

　負債の残高は91億41百万円となり、前連結会計年度末比８億61百万円の減少となりました。これは主に、短期借

入金の減少（13億２百万円）、未払法人税等の増加（１億32百万円）及びその他に含まれる契約負債の増加（３億

22百万円）によるものであります。

　非支配株主持分の残高は17百万円となりました。また、純資産の残高は22億５百万円となり、前連結会計年度末

比４億51百万円の増加となりました。これは主に、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上及び剰余金の配当に

よるものであります。

　また、収益認識会計基準等の適用による、利益剰余金の期首残高への影響額は軽微であります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　当第３四半期連結累計期間業績の通期業績予想に対する進捗率は、売上高71.6％、営業利益87.2％、経常利益

101.2％、親会社株主に帰属する当期純利益94.9％で推移しております。

　現時点では、新型コロナウイルス感染再拡大等の影響が不透明であることから、2021年５月14日の決算短信で公

表いたしました通期業績予想を変更しておりません。今後開示すべき事象が生じましたら適切に開示いたします。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,535,556 1,217,181

受取手形及び売掛金 3,462,154 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － 3,576,853

商品及び製品 71,758 98,930

仕掛品 20,876 52,351

原材料及び貯蔵品 322,898 273,383

未収入金 1,944,944 1,865,481

前払費用 1,050,353 1,139,713

その他 48,450 83,111

貸倒引当金 △133,994 △95,931

流動資産合計 8,322,999 8,211,075

固定資産

有形固定資産 94,790 98,554

無形固定資産

のれん 384,252 338,617

その他 457,847 550,432

無形固定資産合計 842,100 889,050

投資その他の資産

長期前払費用 1,053,493 793,168

破産更生債権等 2,892,207 2,783,162

その他 1,265,797 1,183,096

貸倒引当金 △2,715,588 △2,611,688

投資その他の資産合計 2,495,909 2,147,739

固定資産合計 3,432,800 3,135,344

資産合計 11,755,799 11,346,419

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,375,247 2,455,826

短期借入金 3,800,000 2,498,000

未払金 2,590,103 2,623,352

未払法人税等 96,249 228,485

賞与引当金 170,402 101,321

役員賞与引当金 57,100 62,429

その他 627,946 937,776

流動負債合計 9,717,049 8,907,193

固定負債

長期借入金 30,000 －

退職給付に係る負債 235,328 209,273

その他 20,058 24,900

固定負債合計 285,387 234,173

負債合計 10,002,436 9,141,366

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 542,354 542,354

資本剰余金 42,353 42,353

利益剰余金 1,156,363 1,602,432

自己株式 △1 △1

株主資本合計 1,741,069 2,187,138

非支配株主持分 12,294 17,914

純資産合計 1,753,363 2,205,053

負債純資産合計 11,755,799 11,346,419
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年12月31日)

売上高 15,975,055 15,820,281

売上原価 11,504,361 11,459,060

売上総利益 4,470,693 4,361,220

販売費及び一般管理費 3,700,190 3,533,095

営業利益 770,503 828,125

営業外収益

受取利息 7 3

違約金収入 28,197 16,478

雑収入 2,049 4,102

その他 15 15

営業外収益合計 30,269 20,599

営業外費用

支払利息 22,928 17,423

貸倒引当金繰入額 195,140 59,030

その他 1,275 3,233

営業外費用合計 219,343 79,687

経常利益 581,429 769,037

特別利益

事業譲渡益 － 354,652

特別利益合計 － 354,652

特別損失

固定資産除却損 603 1,260

特別損失合計 603 1,260

税金等調整前四半期純利益 580,826 1,122,430

法人税、住民税及び事業税 178,755 313,073

法人税等調整額 6,831 72,995

法人税等合計 185,586 386,068

四半期純利益 395,239 736,361

非支配株主に帰属する四半期純利益 55 5,620

親会社株主に帰属する四半期純利益 395,183 730,741

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年12月31日)

四半期純利益 395,239 736,361

四半期包括利益 395,239 736,361

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 395,183 730,741

非支配株主に係る四半期包括利益 55 5,620

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

　該当事項はありません。
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（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。これによる

主な変更点は以下のとおりであります。

(1) 保険代理店手数料

　保険代理店手数料については、従来、初回手数料を保険契約成立時に受領する手数料額にて売上計上している

ほか、２回目以降の手数料についても保険会社より受領する手数料額を売上計上しておりましたが、以下のとお

り主要な履行義務を識別し、履行義務毎に収益認識を行っております。

・保険会社に対する保険契約の取り次ぎを行う義務

　当社グループは、保険契約者のニーズに応じて、保険会社に対し保険契約の取り次ぎを行う義務を負っており

ます。当該履行義務は、保険契約の取り次ぎ後、保険会社がそのサービスを検収し、保険会社が当該サービスの

支配を獲得した時点で、充足されるものであり、当該履行義務の充足時点で、保険契約者の支払った保険料に対

し、一定の料率を乗じること等により算定された金額によって収益を計上しております。

・取り次いだ保険契約の保全、維持管理を行う義務

　当社グループは、取り次いだ保険契約の保全、維持管理を行う義務を負っております。当該履行義務は、サー

ビスの提供期間が完了する都度、充足されるものであり、当該履行義務の充足時点で、保険契約者の支払った保

険料に対し、一定の料率を乗じること等により算定された金額によって収益を計上しております。

・保険契約の取り次ぎに関して保険契約者が早期に保険契約の解約を行った場合の保険会社に対する返金義務

　保険サービス事業においては、保険会社に取り次いだ保険契約者が早期に保険契約の解約を行った場合、対価

の一部を保険会社に返金する義務があるため、保険会社に対する予想返金額については、収益から控除するとと

もに、返金負債を計上しております。返金の見積りに当たっては過去の実績等に基づく最頻値法を用いておりま

す。

(2) 電力料金収益及び関連する託送料金

　電力料金収益及び関連する託送料金については、各顧客に設置されている電力メーターの検針により販売電力

量を確定し電力料金を計算しており、その確定検針手続きは、エリアや契約種別等により分割した顧客グループ

ごとに循環的に実施しております。「収益認識会計基準」適用前の会計処理は、確定検針データに基づき請求金

額が確定した時点で収益を認識しておりましたが、同基準の適用により、請求金額が確定した時点ではなく、電

力の供給に応じて会計期間に対応した電力料金収益を算定して収益を計上しております。託送料金相当額につい

ても同様に検針期間ではなく、会計期間に対応した費用を計上しております。

(3) 純額による収益認識

　顧客へのホームページの更新作業の受託サービスについて、従来は顧客から受け取る対価の総額で収益を認識

しておりましたが、顧客への財又はサービスの提供における当社グループの役割が代理人に該当する取引につい

ては、顧客から受け取る額から再委託先に支払う額を控除した純額で収益を認識することとしております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半

期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

　この結果、従来の方法に比べて、当第３四半期連結累計期間の売上高が464,912千円、売上原価が478,567千円

それぞれ減少し、営業利益が13,655千円増加しております。また、利益剰余金の当期首残高は887千円減少してお

ります。

　収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示してい

た「受取手形及び売掛金」は、第１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示す

ることといたしました。なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度に

ついては新たな表示方法により組替えを行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企

業会計基準第12号　2020年３月31日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第３四半期連結累計期間に

係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載しておりません。
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（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。これによる、四半期連結財務諸表に

与える影響はありません。
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（単位：千円）

報告セグメント

合計IP ＆ Mobile

ソリューション・

ビジネス

ユーティリティ・

ビジネス

ドキュメント

ソリューション・

ビジネス

コンサルティング・

ビジネス

売上高

外部顧客への売上高 9,906,131 2,616,774 1,062,239 2,389,910 15,975,055

セグメント間の内部
売上高又は振替高 12,601 － 62,905 2,222 77,729

計 9,918,733 2,616,774 1,125,144 2,392,132 16,052,784

セグメント利益

又は損失（△）
466,337 90,725 △6,584 219,898 770,376

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 770,376

セグメント間取引消去 127

四半期連結損益計算書の営業利益 770,503

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項）
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（単位：千円）

報告セグメント

合計IP ＆ Mobile

ソリューション・

ビジネス

ユーティリティ・

ビジネス

ドキュメント

ソリューション・

ビジネス

コンサルティング・

ビジネス

売上高

外部顧客への売上高 9,185,168 3,658,396 805,051 2,171,665 15,820,281

セグメント間の内部
売上高又は振替高 29,751 － 50,996 4,349 85,096

計 9,214,919 3,658,396 856,047 2,176,014 15,905,378

セグメント利益 515,672 161,454 1,069 149,802 827,998

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 827,998

セグメント間取引消去 126

四半期連結損益計算書の営業利益 828,125

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項）

３．報告セグメントの変更等に関する事項

（会計方針の変更）

　会計方針の変更に記載のとおり、第１四半期連結会計期間の期首から「収益認識に関する会計基準」（企

業会計基準第29号　2020年３月31日）等を適用し、収益認識に関する会計処理方法を変更したため、事業セ

グメントの利益又は損失の測定方法を同様に変更しております。

　当該変更により、従来の方法に比べて当第３四半期連結累計期間の「IP ＆ Mobileソリューション・ビジ

ネス」の売上高は116,464千円減少し、「ユーティリティ・ビジネス」の売上高は290,156千円減少、セグメ

ント利益は32,510千円増加し、「コンサルティング・ビジネス」の売上高は58,291千円減少、セグメント利

益は18,855千円減少しております。
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